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     京都橘大学 経済学部学生と共同研究 

 “人口減少時代を迎え、コインパーキング将来の姿”について学生が発表 

 

コインパーキングの管理・運営を全国で展開する日本システムバンク株式会社（本社：福井県福井市、代表取締役社長：

野坂 信嘉、名証メイン市場：5530、以下当社）は、京都橘大学 経済学部の学生 42 名を対象に「人口減少時代を迎え、

コインパーキング将来の姿を研究する」をテーマに共同研究を行いました。期間は、2023 年 4 月 11 日から 2023 年 7 月

15 日まで、7 チームに編成し、講義を含めて計 14 回にわたって研究が行われました。最終日の 2023 年 7 月 15 日（土）

には、京都橘大学にて各チームによる研究発表が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■共同研究の目的 

今回の共同研究は、当社の社外監査役である京都橘大学 経済学部の竹内直人教授から提案を受けたことが発端

となります。共同研究の目的は、学生が経営現場の視点を学ぶことと、当社側は次世代のコインパーキング開発に学生

のアイディアを活かすことであり、双方のメリットがあることから研究が実現しました。「経営者と一緒に考えるビジネス戦

略」をプロジェクト名とし、“人口減少時代を迎え、コインパーキング将来の姿を研究する”をテーマに各々のチームで研

究を進め、最終日の 2023 年 7 月 15 日（土）に研究発表が行われました。 

 

発表当日は、当社社長の野坂と当社子会社であるイーアド株式会社の久藤が参加し、学生の各プレゼンに耳を傾け、

各チームへの講評を行いました。 

今回学生からは、データに基づき考えること（マクロ視点）、経営現場

の視点を学ぶこと（ミクロ視点）、ビジネスと社会・経済環境を多面的に

考え、そこからビジネス・プランを考案する機会を得たこと。そして、当社

社長の野坂から直接経営について学び、ビジネス・プランについて直接

アドバイスを受けとる良い機会になったという声があがりました。 

 一方、各チームのプレゼンを受けた当社社長の野坂と久藤からは、

新たな取り組みのヒントになった。また現状分析の鋭さなど学生のプレ

ゼンのレベルの高さに驚いたなど、双方にとって新たなビジネスアイデ

アの創出や気づきとなる機会となりました。 

2023 年 7 月 31 日 

日本システムバンク株式会社 

挨拶を行う当社代表取締役社長の野坂 研究発表を行う学生 

講評を行うイーアド株式会社の久藤（右）と当社代表取締役

社長の野坂（左） 



■共同研究の概要 

 

 

【会社概要】 

会社名： 日本システムバンク株式会社 

代表：  代表取締役社長 野坂信嘉 

福井本社： 〒910-0006 福井県福井市中央 3-5-21 

東京本社： 〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-7-5-506 

Web サイト： https://www.syb.co.jp/ 

設立：  1996 年 7 月 10 日 

事業内容： コインパーキング事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜報道関係者からのお問い合わせ先＞ 

日本システムバンク株式会社 総務部 担当：印牧（かねまき） 

TEL：0776-30-1800  メール：aic@syb.co.jp 

 

１．テーマ 人口減少時代を迎え、コインパーキング将来の姿を研究する
２．目　的 (1) データに基づき、ビジネスと社会・経済環境を多面的に考え、かつ経営現場の視点を学ぶ

(2) 学生が策定したビジネスプランから、次世代の開発アイディアを得る
３．期　間 2023年4月11日～2023年7月15日まで　全14回
４．場　所 京都橘大学
５．参加者 (1) 京都橘大学　経済学部教授　竹内 直人氏

(2) 京都橘大学　経済学部学生
(3) 当社代表取締役社長　野坂 信嘉
(4) イーアド株式会社　久藤 武文

６．スケジュール (1) 2023年4月11日　竹内教授による共同研究に関する説明
(2) 2023年4月18日　当社社長野坂による当社概要等の説明
　　　　　　　　　　　　　 久藤によるSmooPAサービス概要の説明、課題提示
(3) 学生によるビジネスプラン（解決策づくり）策定
(4) 2023年6月13日　ミニプレゼンテーション、久藤による解決策のアドバイス
(5) 学生による解決策修正※全4回
(6) 2023年7月15日　最終プレゼンテーション、表彰式

※優秀チーム ①チームD（最優秀賞）　 タイトル：「サイチュリング~駐車場の新利用～」
②チームA　　　　　　　　　タイトル：「スムポイ」
③チームG　　　　　　　　　タイトル：「駐車場システムのパイオニア～SmooPAの利用者増加」


